
歴
史
の
町
山
口
を
風
水
で
見
る 

講
演
会

「京
の
風
水
、
山
口
の
風
水
」 

      
生誕 103年 おごうさんアルバム                   
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２
０
１
９

年
６
月
８
日(

土)

、
三
重
大
学
名
誉
教
授
目
崎
茂
和
氏
を
迎
え
、
講
演
会
「
京

の
風
水
、
山
口
の
風
水
」 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

【
風
水
の
ま
ち
・
山
口
】 

 

山
口
の
ま
ち
は
大
内
氏
の
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
鎌
倉
と
並
ん
で
中
世
の
風
水
が

残
る
数
少
な
い
都
市
で
す
。
京
都
を
模
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
大
内

氏
は
、
京
よ
り
陰
陽
師
を
招
い
て
い
ま
す
。 

 

山
口
の
ま
ち
は
一
の
坂
川
が
作
り
だ
し
た
扇
状
地
に
あ
り
ま
す
。
扇
状
地
は
上
層
部

は
乾
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
井
戸
を
掘
る
と
必
ず
水
が
得
れ
る
と
い
う
水
に

恵
ま
れ
た
土
地
で
す
。
か
つ
て
サ
ビ
エ
ル
が
井
戸
端
で
布
教
を
し
た
と
い
う
話
も
山
口

ら
し
い
話
で
す
。
水
の
豊
か
さ
が
良
い
土
地
の
証
だ
そ
う
で
す
。 

 

か
つ
て
椹
野
川
は
船
が
往
来
し
て
外
港
へ
と
通
じ
、
町
な
か
に
石
州
街
道
と
萩
往
還

が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

風
水
で
は
、 

①
山
を
背
に
し
て
南
に
開
け
た
地
で
、
前
面
に
池
や
河
川
を
臨
む
「
背
山
臨
水
」
、 

②
山
丘
が
襟
の
よ
う
に
、
川
が
帯
の
よ
う
に
囲
ん
で
い
る
「
山
河
襟
帯
」
、 

③
風
を
た
め
て
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
「
蔵
風
得
水
」
、 

④
四
神
獣
（
玄
武
・
青
龍
・
朱
雀
・
白
虎
）
に
よ
っ
て
四
方
を
守
ら
れ
た
「
四
神
相
応
」

の
地
が
、
理
想
的
な
場
所
と
さ
れ
ま
す
。 

山
口
で
は
、
東
に
は
椹
野
川
・
東
山
（
青
龍
）
、
南
は
椹
野
川
と
仁
保
川
の
合
流
地

点
・
姫
山
（
朱
雀
）
、
西
は
竪
小
路
・
鴻
ノ
峰
（
白
虎
）
、
北
は
七
尾
山
（
玄
武
）
と
な

り
、
４
つ
の
条
件
を
み
た
す
西
日
本
で
京
都
に
次
ぐ
随
一
の
地
相
を
も
っ
た
場
所
だ
そ

う
で
す
。 

特  集  ： 幕末志士の投宿場～竪小路～ 菜 

＜市民ギャラリー出展作品の紹介＞ 

 

出展ご希望の方は、２ヶ月前までにお申し出ください。 

(お問い合わせ)  TEL : 083-934-3312   

まだあどけなさが残るおごうさんと進駐軍の人たち、和気藹々。 

末次信正内務大臣 

山口盆地の鬼門封じであり、一番のパワースポット野田神社にて 

龍
脈
と
は
山
の
尾
根
の
連
な
り
を
龍
に
見
立
て
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
生
気
が
山
の
尾

根
を
つ
た
っ
て
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
源
は
中
国
の
崑
崙
山
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
朝

鮮
半
島
の
白
頭
山
を
経
由
し
て
日
本
列
島
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

山
口
は
中
国
山
地
の
裾
に
な
る
七
尾
山(

菜
香
亭
の
背
後)

か
ら
の
龍
脈
や
、
五
重
塔
の
背

後
に
は
鳳
翩
山
か
ら
の
龍
脈
が
あ
り
良
い
気
が
な
が
れ
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
西
側
で

留
め
守
っ
て
い
る
の
が
、
「
西
の
お
伊
勢
様
」
山
口
大
神
宮
が
あ
る
鴻
の
峰
で
す
。 

大
内
氏
が
み
つ
け
育
ん
だ
風
水
の
ま
ち
・
山
口
。
今
も
残
る
風
水
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
わ
っ

て
、
気
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
パ
ワ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

第９回フレッシュフラワー＆プリザーブドフラワーアレンジメント作品展 

―フラワーサークル「デンファレ」―  ５/１１～５/１２ 

〈令和元年度 市民ギャラリーの予定〉９・１０月 

月日 時間 タイトル 主催者 

９/13 

～16 

9 時～17 時 
 

第３回防長史楽会創

作展「和気藹々～山

口で歴史を感じて～」 

防長史楽会 

10/12 

～14 
10 時～17 時 

さかもとみゆき漫画教室

作品展 

さかもとみゆき漫画

教室 

 

書友会１５年の歩み書道展 ～ふるさと山口の文人たちに心よせて～ 

―日本習字 書友会―  ５/２４～５/２７ 

接収されたころの菜香亭 

め
ざ
き 

し
げ
か
ず 

ほ
う
べ
ん
ざ
ん 

料亭菜香亭の５代目で最後の主人だった「おごうさん」こと斉藤清

子さんは大正６年生まれ。父の４代目主人が４２歳で早逝した後、昭

和１３年に５代目主人を引き継ぎました。母・あきさん（４代目の奥

さん）がしっかりと裏方を支え、二人三脚で戦前・戦中・戦後から高

度成長時代を切り盛りしました。 

右の写真は、戦後進駐軍が接収したころの写真です。 

「～おごうさんの政界裏話～菜香亭紳士録」より、おごうさんの思い

出話を紹介します。 

「進駐軍のことは本当によう覚えちょりますよ。最初は大尉に大佐、

ジープの運転手ら４人が来て、１か月ぐらいうちに滞在したんじゃ

が、私らも進駐軍が怖かったし、向こうは向こうで、日本人が怖かっ

たんでありましょうよ。そのうち仲ようなってね。私は通訳みたいな

顔して、ジープに乗せてもろうてどこへでも行きよりましたもんね。 

〈中略〉そのあと米海兵隊のレッドアロー部隊が入って

きてねえた。私らの前では、紳士ぶっちょったが、外へ出た

ら何しよったか分からん。そのうちダンスホールとか何とか

できて、行きよったが、ここじゃ緊張して品行方正にしよっ

たですよ。……」 進駐軍の人が帰国したあとも、おごうさ

んはエアメイルで文通しており、その手紙がたくさん残って

います。 

戦後の大変な時代もおごう 

さんは持ち前のバイタリティー 

とユーモアのセンスを発揮し 

て、進駐軍の人たちにも気さ 

くに接しておられたようです。 

第４回ひろまり絵画教室展～創造性豊かな山口の子どもたち～ 

―ひろまり絵画教室―  ６/２２～６/２３ 

【
探
訪
会
開
催
】 

  

おごうさんの筆まめは有名。エアメイルも。 

翌
９
日
（
日
）
は
菜
香
亭
周
辺
関
連
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
、
実
際
に
ま
ち
を
歩
い
て
目
崎

講
師
の
解
説
に
よ
り
、
「
大
内
氏
の
風
水
」
を
体
感
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
歴
史
遺
産
な

ど
に
秘
め
ら
れ
た
風
水
的
意
味
を
読
み
解
く
探
訪
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

コ
ー
ス 

山
口
市
菜
香
亭
―
野
田
神
社
・
豊
栄
神
社
―
今
八
幡
宮
―
大
内
氏
館
跡
・
池
泉
庭

園
―
龍
福
寺
―
大
殿
大
路
―
十
朋
亭
・
維
新
館
―
一
の
坂
川
―
山
口
ふ
る
さ
と
伝

承
総
合
セ
ン
タ
ー
ー
竪
小
路
―
大
内
氏
館
跡
・
枯
山
水
庭
園
―
築
山
跡
・
築
山
神

社
・
八
坂
神
社
―
山
口
市
菜
香
亭 

 

野
田
神
社
に
は
舞
殿(

拝
殿)

が
あ
り
、
こ
れ
が
あ
る
神
社
は
珍
し
く
、
東
日
本
に
は
ほ
と

ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。
今
八
幡
宮
の
扁
額
の
「
八
」
の
字
は
鳩
を
か
た
ど
っ
て
い
る
と
の
指 

摘
に
、
は
じ
め
て
気
づ
い
た
み
な
さ
ん
は
驚
か
れ
て

い
ま
し
た
。
お
寺
の
名
前
に
「
龍
」
が
つ
い
て
い
る

の
は
、
龍
脈
の
意
味
で
あ
り
、
力
の
象
徴
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
盃
状
穴
と
い
う
不
思
議
な
造
形

物
に
つ
い
て
の
紹
介
、
大
殿
大
路
の
直
線
道
の
正
面

に
東
方
便
山
（
宮
野
方
面
）
の
山
頂
が
み
ら
れ
、
こ

の
道
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
準
線
に
な
っ
た
だ
ろ
う

と
の
指
摘
な
ど
、
興
味
深
い
話
が
聞
か
れ
、 

参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
「
新
し
い
発
見
が
多
く
あ
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
講
演
会
・
探
訪
会
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

か
ら
、
今
後
に
つ
な
が
る
よ
う
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
山
口
の
歴
史
文
化
の
特
色
で
あ

る
風
水
を
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
資
源
と

し
て
活
か
し
、
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

は
い
ざ
ん
り
ん
す
い 

さ
ん
が
き
ん
た
い 

ぞ
う
ふ
う
と
く
す
い 

し
し
ん
そ
う
お
う 

げ
ん
ぶ 

 

せ
い
り
ゅ
う 

す
ざ
く 

 

び
ゃ
っ
こ 

こ
ん
ろ
ん
ざ
ん 

は
く
と
う
ざ
ん 


